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主な取り組み内容

経営効率化への取り組み

〔資機材調達コスト低減の取り組み〕

• 調達コスト低減の更なる深掘りに向け、
社外専門家を含む委員で構成する「調達

改革推進委員会」からの意見・助言など

外部知見も活用しながら、調達機能の強

化に取り組むとともに、発注方法の工夫

などの原価低減活動に取り組んでいます。

▼ 調達機能強化の構造

ステークホルダーの期待に応えるＣＳＲの取り組み

• ＳＤＧｓ※などから幅広く抽出した社会的課題のうち、九電グループが優先して取り組む「ＣＳＲ重
要課題」を特定しました。

• ステークホルダーの皆さまからの期待を最優先に考えた「ＣＳＲ重要課題」の解決に、九電グルー
プの経営資源を活用し、積極的に取り組んでいきます。

 くじゅう九電の森での

林業体験［環境教育］

 くじゅう坊ガツル湿原

での野焼き活動

［環境保全活動］

〔特定したＣＳＲ重要課題〕
〔取り組み例:生物多様性の保全〕

• 九州の豊かな自然を子供たちの未来につ
ないでいくため、「人と自然と、つくる

みらい」をスローガンとして、環境保全

及び次世代を中心とした環境・エネル

ギー教育に関する取り組みを強化します。

原価低減活動

ＳＲＭ

発注方法の工夫

サプライヤーとの協働

による取組み

競争力強化

への貢献

原価低減目標

調達方針

コスト

テーブル

VE活動

多様な

発注方式

上流（計画・検討）段階

からの取組み

フィールド

スタディ

原価低減活動を支えるツール

ＣＳＲ重要課題

関連する主な

SDGs目標
テーマ

エネルギーサービス

を通じた、持続可能

な社会の実現

ＣＯ 排出量の抑制

再生可能エネルギーの開発・受入れ

電力の安定供給

原子力発電所の安全・安定運転

お客さまのニーズ・課題を踏まえた

エネルギーサービス

地域特性を活かした、

九州の持続的な発展

地場産業の振興と雇用創出

九州地域の交流人口の拡大

生物多様性の保全

お年寄りや子どもにもやさしい社会への貢献

安全で強靭なまちづくり

チャレンジし続ける

人材・組織づくり

イノベーションの創出

人材育成

働きやすい職場づくり

コーポレートガバナンスの実効性の確保

※ 2015年に国連サミットで採択された国際社会全体の「持続可能な開発目標」であり、2030年を期限とする17の目標で構成




